
「官向井
」
第
六
十
五
号
別
創

普
代
遺
跡
発
掘
調
査

中

野

市

教

育

委

員

会



普
代
遺
跡
発
掘
調
査

は
じ
め
に

乳
幼
児
保
育
の
発
展
と
拡
充
を
め
ざ
し
て
、
中
野
市
東
山
(
普
代
〉
の
荒
井

敏
雄
氏
所
有
の
祭
会
あ
と
に
法
人
の
「
ひ
よ
こ
保
育
閤
」
が
移
転
新
築
さ
れ
る

こ
と
与
な
り
、
昭
和
五
七
年
四
月
開
図
を
め
ざ
し
て
五
六
年
一
一
月
よ
り
建
投

エ
mが
着
手
さ
れ
た
。
現
地
は
純
文
|
弥
生

i
土
師
の
遺
物
散
布
地
と
し
て
務

認
さ
れ
て
い
た
の
で
、
県
文
化
祭
の
指
導
を
う
け
た
際
、
表
面
採
集
で
は
、
濃

厚
な
巡
物
散
布
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

「
了
張
り
」
を
設
定
し
、
調
査
必

要
個
所
の
発
見
さ
れ
た
時
点
で
緊
急
発
掘
を
実
施
す
る
よ
う
に
と
の
指
導
を
う

け
、
市
教
餐
の
岩
戸
ま
ゆ
が
工
事
立
合
い
中
、
工
事
場
の
西
北
地
点
よ
り
縦
、

都
仙
台
の
出
土
を
確
認
し
た
の
で
蕊
ち
に
そ
の
附
近
の
工
事
の
中
止
を
申
し
入

れ
、
一
二
月
一
一
日
|
一
三
日
の
三
日
間
、
寒
風
と
雪
の
中
を
緊
急
発
掘
と
記

録
保
存
を
す
ま
せ
た
。

立
地
と
環
境

管
代
遺
跡
は
、
中
野
市
誌
に
よ
る
と
縄
文
晩
期
以
降
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
、

下
高
弁
教
育
会
が
昭
和
一
四
年
八
月
訓
刊
行
し
た
「
下
高
井
郡
の
先
史
時
代
及
び

原
史
時
代
概
観
」
(
主
任
神
田
五
六
〉
に
よ
る
と
、
現
在
高
社
郷
開
拓
団
の
慰

霊
碑
の
建
つ
平
地
よ
り
太
形
蛤
刃
石
斧
の
出
土
を
記
し
て
い
る
。
遺
跡
の
範
図 . 

6 

中
野
市
教
育
委
員
会

遺跡の位絞

は
、
北
は
北
村
高

圧

K
K
社
地
か

ら
、
南
方
は
今
回

の
調
査
地
点
支
で

の
巾
で
、
山
般
の

緩
急
斜
面
ま
で
続

く
と
想
定
さ
れ
、

- 1ー

第 1悶

現
在
の
普
代
区
の

住
宅
地

・
寺
地
な

ど
が
含
ま
れ
、
先

史
時
代
か
ら
現
在

に
至
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
立
地
す
る
傾
斜
は
一
五
度
l
ニ
O
度
、
西
方

に
聞
け
、
調
査
地
点
で
標
高
約
三
八
O
師
、
中
野
扇
状
地
図
と
の
比
筒
は
約
一

omで
あ
る
。
中
野
平
を
へ
だ
て
a
A

北
億
五
岳
が
実
に
均
畿
の
と
れ
た
奏
で
眺

望
さ
れ
、
印
象
的
で
あ
る
。

東
は
鴨
ケ
岳
尖
八
八
、
宮
一
院
〉
で
さ
え
ぎ
ら
れ
る
が
、
こ
ム
は
高
梨
氏
の
大
規

模
な
山
紙
社
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
山
腹
に
は
平
安
時
代
米
に
成
立
し
た
「
今



昔
物
語
」
に
絞
る
如
法
寺
(
真
言
宗
〉
の
広
大
な
寺
綾
が
あ
る
。
扇
状
地
面
、

北
西
約
五
五

O
m
に
お
梨
小
館
帰
館
祉
が
あ
り
、
南
西
約
二

O
O
m
に
は
小
田

中
東
国
遺
跡
が
あ
り
、
昭
和
四
六
年
県
営
中
野
南
部
地
区
間
場
投
例
制
務
楽
施
工

中
に
遺
構
、
遺
物
が
発
見
さ
れ
、
弥
生
後
期
〈
絡
清
水
式
〉
か
ら
土
師
免
官
同

銀
、
圏
分
期
の
住
居
祉
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

地
質
は
安
山
岩
の
風
化
し
た
貧
色
土
が
下
震
を
な
し
上
回
胞
は
有
機
質
の
含
ん

だ
問
問
色
土
が
、
溺
端
部
に
接
す
る
地
形
上
割
に
厚
く
綾
秘
し
て
い
る
。

選

*J4 

-<t~ 
水回

グりット設定図

ま
ず
先
に
出
土
ロ
即

の
あ
っ
た
地
点
よ

り
北
側
に
グ
リ
ッ

ト
を
設
定
し
、
発

抑
制
を
開
始
し
た
。

有
機
質
の
含
ん
だ

土
を
除
く
と
栗
林

式
の
土
器
片
、

融関

第 2図

摘
文
の
土
肥
帥
片
が

出
土
し
た
、

あ
ま

り
熔
滅
が
進
ん
で

い
な
い
と
観
察
さ

れ
、
ご
く
近
く
の

傾
斜
面
よ
り
の
凍

出
移
動
が
考
え
ら
れ
、
遺
構
の
存
在
が
予
測
さ
れ
る
。

日
程
そ
の
他
の
制
約
か
ら
六
グ
リ
ッ
ト
の
調
査
に
と
H
A

ま
っ
た
が
、
般
地
内

の
滋
磁
の
銀
掘
り
の
状
怨
を
観
察
し
た
結
果
、
外
に
進
機

・
遺
物
の
検
出
を
み

な
か
っ
た
。
Am
-
h
・

a-n叫
の
グ
ロ
ッ
ト
の
中
央
部
は
巾

一
間
に
互
っ
て
地

主
荒
井
氏
の
経
蛍
さ
れ
た
養
鶏
場
の
建
物
の
基
礎
部
分
で
撹
乱
さ
れ
て
い
た

が
、
推
定
表
土
よ
り
五

O
l六
O
仰
(
調
査
時
の
深
さ
ニ

O
|三

o
m〉
よ

り
、円即
グ
リ
ッ
ト
よ
り
獲
破
片
、
鮒

て

登

て

努

一

、
ん
グ
り

ッ
ト
か
ら
建

一
個
体
分
な
ど
が
係
を
え
が
く
様
に
配
列
さ
れ
て
検
出
さ
れ
た
。
遺
物
包
含
士
一

周
は
巡
盤
の
貧
色
土
層
よ
り
こ

O
i一一一
O
帽
浮
き
上
っ
た
状
線
で
検
出
さ
れ
、

前
述
の
如
き
状
態
と
重
っ
て
遺
構
簡
の
検
出
は
困
難
で
柱
穴
一
ケ
所
検
出
さ
れ

た
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
外
&

.
G
グ
リ
ッ
ト
か
ら
は
土
器

片
が
発
見
さ
れ
た
が
、
円
切
グ

リ
ッ
ト
か
ら
は
遺
物
が
確
認

さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
続

く
Q
グ
リ
ッ
ト
か
ら
は
立
合

い
の
時
点
で
高
杯

て

柑

て

器

台

一
が
検
出
さ
れ

た
。
遺
物
の
年
代
か
ら
推
し

て
炉
枇
の
存
在
が
予
想
さ

れ
、
住
居
枇
の
プ
ラ

γ
な
ど

不
明
な
点
が
問
題
で
あ
る

が
、
単
一

の
住
居
祉
の

一セ

B 
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と口刀 2ミ
](，(1) て工7

ッ
ト
と
し
て
ん認
定
し
た

L、。
治

物

刑
判
綜
(
第
4
図
4
)
胸

部
が
柱
状
を
呈
す
る
務
形

で
脚
部
に
う
す
く
ロ
ク
ロ

造物実測図

慾
形
の
あ
と
が
残
り
、
綜

部
の
内
部
に
も
う
す
い
ハ

ケ
の
あ
と
な
ど
が
見
ら
れ

る
が
、
表
面
は
丁
寧
に
ヘ

ラ
俗
き
さ
れ
て
い
る
。
腕

部
と
係
協
は
別
に
製
作
さ

れ
、
ホ
ゾ
に
て
接
合
の

後
、
直
径
約
六

・
五
舗
の

円
形
の
部
分
を
作
り
出

し
、
段
を
作
っ
て
綜
部
を

大
き
く
聞
か
せ
て
い
る
。

脚
部
に
は
一
一
対
の
穿
孔
が

あ
り
、
焼
成
は
良
好
で
る

-3-

t(f4図

る
高
杯
(
第
4
図
5
)
前



者
と
途
っ
て
杯
部
よ
り
底
部
が
大
き
く
開
き
、
町
砕
部
は
椀
状
宏
曇
し
、
中
央
に

接
合
の
時
出
来
た
押
し
凹
み
が
あ
る
。
脚
の
立
あ
が
り
基
部
に
四
個
の
穿
孔

が
、
対
に
な
っ
て
る
け
ら
れ
て
い
る
。
ロ
ク

ロ
成
形
の
後
、

へ
ラ
熔
き
さ
れ
て

い
る
。
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。

登
(
第
4
図
2
)
飴
土
中
に
石
英
粒
な
ど
多
設
に
含
み
一
見
粗
雑
な
感
じ
を

う
け
る
。
総
づ
み
ロ
タ

ロ
整
形
の
後
、
腹
部
は
や
と
荒
い
サ
サ
ラ
状
工
具
で
縦

方
向
に
荒
く
整
形
し
て、

引
き
締
め
て
止
め
た
個
所
は
総
一
副
が
荒
れ
て
い
る
。

ま
た
火
熱
を
う
け
て
鈎
づ
ん
で
お
り
、
煮
沸
に
使
用
さ
れ
た
と
す
る
と
銭
形
土

器
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

繁
ムロ
〈
第
4
図
8
)
ロ
ク
ロ
で
整
形
さ
れ
脚
部
の
サ
こ
フ
状
工
具
蘭
は
右
ま

わ
り
に
施
さ
れ
て
い
る
。
サ
こ
フ
状
工
具
は
巾
九
鵬
穫
で
浅
い
中ハ
筋
穫
の
郷
自

紋
様
と
な
っ
て
盤
形
さ
れ
て
い
る
。
側
部
の
立
ち
上
り
部
分
に
等
間
隔
に
三
個

の
穿
孔
が
あ
り
、
器
商
は
赤
褐
色
で
援
く
焼
成
さ
れ
て
い
る
。

間
裕
台
(
第
4
図
9
〉
8
と
ほ
と
ん
ど
問
形
で
あ
る
が
受
瓜
却
酬
が
8
に
比
べ
て

浅
い
。均

(
第
4
図
叩
〉
製
作
技
法
な
ど
器
台
と
似
て
い
る
が
、
胎
土
に
砂
粒
の
大

き
な
も
の
が
含
み
粘
土
も
あ
ま
り
精
選
さ
れ
て
い
な
い
。
内
外
と
も
勝
色
を
昼

し
、
日
常
の
雑
器
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
怒
わ
れ
る
。
器
官
同
の
約
l
一3
の
部
分

よ
り
く
び
れ
、
ロ
縁
部
は
外
反
し
て
い
る
。

域
〈
第
4
閣
は
〉
立
会
調
査
中
に
出
土
し
た
簿
手
に
作
ら
れ
赤
褐
色
を
墨
し

ロ
ク
ロ
整
形
な
ど
製
作
技
法
に
優
れ
て
い
る
。

小
形
品
に
属
す
る
。

増
(
第
4
図
ロ
〉
官
界

〈第
4
図
6
・
7
〉
は
説
明
を
省
略
す
る
。

聾

(第
4
図
1
〉
ロ

ク
ロ
で
整
形
後
内
外
を
へ
ラ
で
良
く
磨
い
て
い
る
比
較

的
薄
手
で
赤
褐
色
を
曇
し
竪
く
焼
成
さ
れ
て
い
る
。

副
知
(
輸
局

4
図
3
〉
胸
部
以
下
の
残
存
で
全
形
は
不
明

・
一
見
租
雑
な
感
じ
の

出
来
で
務
菌
に
ム
ラ
が
あ
り
、
サ
こ
フ
状
工
具
で
簡
単
に
整
形
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。

そ
の
他
の
進
物
は
拓
本
に
よ
っ
て
図
示
し
た
〈
第
5
図〉

、
1
・
5
・
7
・

9
・

ωは
櫛
錨
文
の
系
統
で
、
ー
は
流
水
文
の
手
絡
で
中
部
潟
地
型
で
断
絶
痕

が
あ
る
。
5
は
櫛
摘
で
コ
の
字
文
様
、

7
は
格
子
関
文
、

9
は
平
行
直
線
文

類
、

ωは
平
行
曲
折
線
文
〈
波
状
文
〉
で
あ
る
。
2
・
3
・
4

・
6
・
8
・
u

-
U
は
築
林
式
土
器
の
破
片
で
、
2
は
輪
ず
み
技
法
で
外
商
に
こ
ま
か
い
ハ
ケ

自
を
残
す
、
3
は
笠
の
破
片
で
L
R縄
文
を
箆
で
U
形
沈
線
に
磨
消
し
て
い

る
。
4
は
表
面
は
締
自
と
も
ハ
ケ
目

と
も
つ
か
ぬ
平
行
文
で
内
面
は
鋭

い
。
6
は
賓
の
ロ
縁
部
で
口
容
部
に

L
R
縄
文
が
施
こ
さ
れ
て
い
る
。

8

》議議4鷲亀l
f刻。

警J1
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拓農手図

は
は
磁
の
被
片
で
沈
線
文
と
L
R

縄
文
が
総
合
さ
れ
る
。
日
は
蹴
誌
の

第 5図

重
口
一
縁
部
で
口
問
答
部
ま
で
L
R
総
文

を
施
す
。

u
-
Hは
土
師
器
の
破
片

で
あ
り
、
こ
れ
を
除
い
た
破
片
は
栗

林
式
文
化
の
土
器
に
属
し
、
こ
れ
ら

は
土
師
器
の
セ
ッ
ト
土
器
の
上
層
よ

り
出
土
し
た
奈
は
先
述
の
通
り
で
あ



1 

遺
跡
全
長

2 

由貿

・
柑
出
土
状
態

3 

遺
構

- 5ー

る

も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
総
台
の
出
現
は
箱
清
水
式
の
末
期
か
ら
と
さ
れ
、
制
御
都

内。

の
比
較
的
阿
武
い
日
在
、
群
馬
県
の
立
田
川
式
土
師
総
に
も
見
ら
れ
、
椀
状
の

南
町梓
の
伴
出
、
脚
部
の
鍔
孔
は
前
代
か
ら
の
遺
存
が
認
め
ら
れ
、
新
井
大
ロ
フ

遺
跡
(
和
・
妹
二
期
〉
に
な
る
と
胸
部
の
穿
孔
は
消
失
し
て
い
る
。
台
付
曜
宮
、
有

段
口
縁
の
謹
な
ど
伴
出
し
な
か
っ
た
が
、
供
齢
肌
形
服
、
殺
跡
形
態
の
土
器
が
出

む
す
び

こ
の
普
代
遺
跡
の
古
式
土
師
陣
悼
と
同
時
期
の
遺
跡
は
中
野
市
で
は
安
源
寺

・

島
野
創
な
ど
で
、
あ
ま
り
多
く
磁
認
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

一
因
と
し
て
住
居

祉
が
集
中
的
に
存
在
せ
ず
、

一
定
の
距
離
の
保
た
れ
る
鉱
散
方
式
を
と
る
為
と



土
し、

住
居
枇
の
セ
ッ
ト
と
し
て
抱
援
さ
れ
よ
う
。
こ
の
土
師
盟
怖
の
編
年
位
置

は
、
北
信
で
は
柄
原
健
氏
の
潟
査
さ
れ
た
柳
町
期
に
属
し
、
笹
沢
浩
氏
は
品
一
智
光

no 

寺
一
千
第
一
様
式
を
提
唱
し
関
東
縦
年
の
五
領
期
に
対
せ
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

中
学
領
に
位
俊
づ
け
る
の
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。

(鐙
同
郎
長
剣
〉

調
査
関
係
者

中
野
市
教
委

藤
沢
袈
裟
緩

・
岩
戸
啓
一

・
小
野
昭
男
、

中
野
市
文
化
財
保
護
協
力
負

往

1
A
E
弁
滋
次
中
野
市
誌

泌
問
実
闘
力

古
代
の
中
野

し

2
こ
れ
と
同
形
の
器
台
を
飯
田
市
笹
川
遺
跡
出
土
ロ
聞
で
実
見
し
た
。
ま
た
飯
山
市
須

多
ケ
峯
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
。
官
同
級
綾

・
大
田
文
雄

「
北
信
波
部
制
k

タ
ケ
峯
第
二

次
発
抑
制
鈎
悲
報
告
」
信
濃
E
二
九
|
四
昭
五
二

3
尾
崎
喜
左
維
外
石
間
川
昭
四
三

4
長
野
県
史
考
古
資
料
相棚
、
主
要
遺
跡
昭
五
七

5
桐
際
健

「
北
信
濃
回
目
峰
丘
陵
柳
町
遺
跡
調
究
機
却
さ

師協湯
量
九
|
四

・
五

・
十
二

・
昭
三
二

6
篠
沢
祉
団
曲
智
光
寺
平
に
お
け
る
古
羽
狩
代
以
降
の
集
議

遺
跡
の
立
地
の
滋
礎
的
研
抱
丸
信
濃
E
二
九
|
図

資
料
は
中
野
市
歴
史
民
俗
資
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
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